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要 旨  

目 的 ： チ ー ム 医 療 教 育 の 実 習 科 目 『 チ ー ム ワ ー ク 実 習 』 の 教 育 効 果 を 明

ら か に す る た め に 、 本 実 習 の 前 後 に お い て チ ー ム 医 療 お よ び そ の 教 育 に

対 す る 態 度 の 評 価 を 行 い 、 保 健 学 科 と 医 学 科 学 生 の 態 度 の 変 化 を 比 較 検

討 し た 。  

方 法 ： 2 0 0 8 年 度 に 『 チ ー ム ワ ー ク 実 習 』 を 履 修 し た 群 馬 大 学 医 学 部 保 健

学 科 3 年 生 1 8 0 名 と 実 習 の 一 部 に 参 加 し た 医 学 科 2 年 生 5 6 名 を 対 象 に 、

C u r r a n 等 の 報 告 を 基 に 、 チ ー ム 医 療 に 対 す る 態 度 （ I P W 尺 度 ） に 1 4 項

目 、 チ ー ム 医 療 教 育 に 対 す る 態 度 （ I P E 尺 度 ） に 1 5 項 目 の 調 査 票 を 作

成 し 『 チ ー ム ワ ー ク 実 習 』 の 初 回 と 最 終 回 の 2 回 、 全 員 に 配 布 し て 調 査

し た 。  

結 果 ： 2 3 6 名 中 2 1 0 名（ 保 健 学 科 1 6 7 名 ； 9 2 . 7 ％ 、医 学 科 4 3 名 ； 7 6 . 8 ％ ）

か ら 回 答 が 得 ら れ た 。 C r o n b a c h  a l p h a 係 数 は 、 I P W 尺 度 が 0 . 8 4 、 I P E

が 0 . 9 1 で あ っ た 。全 調 査 結 果 を 対 象 に し た 主 因 子 法 に よ る 因 子 分 析 の 結

果 、 I P W 尺 度 に 対 し て は 、 3 因 子 、 ” g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ” 、 ” p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” 、 ” t e a m  e f f i c i e n c y ” が 抽 出 さ

れ 、 高 い 信 頼 性 が 得 ら れ た 。 一 方 、 I P E 尺 度 に 対 し て は 高 い 信 頼 性 を 持
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つ 1 因 子 、 ” t e a m w o r k ” が 得 ら れ た 。実 習 前 後 の比 較 において、保 健 学 科 も

医 学 科 も I P W 尺 度 の第 3 因 子 ” t e a m  e f f i c i e n c y ”を除 き、すべての因 子 に有

意 な上 昇 を認 めた。保 健 学 科 と医 学 科 の学 科 比 較 では、 I P W 尺 度 の第 1 因

子 ” g o o d  c o m m u n i c a t i o n ”の実 習 前 のみ、有 意 な差 が認 められた。  

結 論 ： 多 職 種 連 携 教 育 （ I P E ） は 、 特 に I P W 尺 度 の 第 3 因 子 ” g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ” に 反 映 さ れ る 態 度 の 変 化 が 保 健 学 科 の み な ら ず 医 学 科

に お い て も 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。  

 

K e y w o r d  

多 職 種 連 携 教 育 （ I P E ） 、多 職 種 連 携 協 働 （ I P W ） 、態 度 の評 価 尺 度  
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i n t e r p r o f e s s i o n a l  w o r k i n g  ( I P W )  a n d  e d u c a t i o n  ( I P E )  i n  s t u d e n t s  o f  

h e a l t h  s c i e n c e s  a n d  m e d i c a l  s t u d e n t s ,  a s  w e l l  a s  a  c o m p a r i s o n  
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M e t h o d s :  A  J a p a n e s e  v e r s i o n  o f  t h e  a t t i t u d e  a n a l y s i s  m e t h o d ,  b a s e d  

o n  1 4  q u e s t i o n s  f o r  I P W  a n d  1 5  q u e s t i o n s  f o r  I P E  a s  d e s i g n e d  b y  

C u r r a n  e t  a l .  ( 2 0 0 7 ) ,  w a s  u s e d .  R e s p o n d e n t s  w e r e  a s k e d  t o  r a t e  t h e i r  

a t t i t u d e s  b o t h  a t  t h e  b e g i n n i n g  a n d  a t  t h e  e n d  o f  t h e  t e r m ,  i n  t h e  2 0 0 8  

a c a d e m i c  y e a r .  A  f a c t o r  a n a l y s i s  o f  t h e  r e s p o n s e s  w a s  p e r f o r m e d ,  a n d  

a  t w o - w a y  a n a l y s i s  o f  v a r i a n c e  w a s  c o n d u c t e d  f o r  t h e  s u b s c a l e s .   

R e s u l t s :  Tw o  h u n d r e d s  a n d  t e n  r e s p o n d e n t s  o f  a  p o s s i b l e  2 3 6  

c o m p l e t e d  t h e  s u r v e y ;  1 6 7  f o r  h e a l t h  s c i e n c e s  a n d  4 3  f o r  m e d i c i n e  

( r e s p o n s e  r a t e s  o f  9 2 . 7 %  a n d  7 6 . 8 % ,  r e s p e c t i v e l y ) .  C r o n b a c h  a l p h a  

w a s  0 . 8 4  a n d  0 . 9 1  f o r  I P W  s c a l e  a n d  I P E  s c a l e ,  r e s p e c t i v e l y .  T h e  

a t t i t u d e  t o w a r d s  I P W  s c a l e  w a s  c o m p o s e d  o f  t h r e e  s u b s c a l e s ,  “ g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ” ,  “ p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” ,  a n d  ” t e a m  e f f i c i e n c y ” .  T h e  
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a t t i t u d e  t o w a r d s  I P E  s c a l e  w a s  c o m p o s e d  o f  o n e  s u b s c a l e ,  d e s i g n a t e d  

a s  “ t e a m w o r k ” .  S t u d e n t s  e v a l u a t e d  p o s i t i v e l y  a l l  s u b s c a l e s  e x c e p t  f o r  

t h e  “ t e a m  e f f i c i e n c y ”  s u b s c a l e .  I n t e r e s t i n g l y ,  m e d i c a l  s t u d e n t s  

s h o w e d  s i g n i f i c a n t l y  l o w e r  s c o r e s  t h a n  h e a l t h  s c i e n c e s ’  s t u d e n t s  j u s t  

b e f o r e  l e a r n i n g  t h e  I P E  p r o g r a m m e s  i n  o n l y  t h e  “ g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ”  s u b s c a l e .  

C o n c l u s i o n s :  O u r  f i n d i n g s  s u g g e s t  t h a t  I P E  p r o g r a m m e s  m a y  p l a y  a n  

i m p o r t a n t  r o l e  i n  t h e  I P E  o u t c o m e ,  e s p e c i a l l y  i n  t h e  a t t i t u d e  t o w a r d  

“ g o o d  c o m m u n i c a t i o n ” ,  i n  t h e  m e d i c a l  a s  w e l l  a s  h e a l t h  s c i e n c e s ’  

s t u d e n t s .  

 

K e y w o r d :  I P E ,  I P W,  A t t i t u d e s  
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Ⅰ  諸 言  

 英 国 で は 、 保 健 省 の 指 導 の も と に 保 健 医 療 福 祉 専 門 職 養 成 課 程 を も つ

大 学 で は チ ー ム 医 療 教 育 （ I P E ） が 義 務 化 さ れ 、 各 大 学 は I P E の カ リ キ

ュ ラ ム を 作 成 し た 。 一 方 、 日 本 で も 、 チ ー ム 医 療 （ I P W ） の 重 要 性 が 指

摘 さ れ 、 文 部 科 学 省 の 大 学 の 教 育 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム に も 本 課 題 の 教 育

改 善 プ ロ グ ラ ム が 採 択 さ れ て い る 。 群 馬 大 学 で は 1 9 9 9 年 よ り 実 習 形 式

の チ ー ム 医 療 教 育 の 一 環 と し て 実 習 科 目 『 チ ー ム ワ ー ク 実 習 』 を 開 講 1 ）

し 、 過 去 9 年 間 の 成 果 か ら チ ー ム ワ ー ク の 重 要 性 に つ い て の 理 解 度 の 高

さ を 報 告 し た 2 ）。 ま た 、 実 習 後 の 学 生 の 自 己 評 価 の 自 由 記 載 よ り 、 医 学

科 学 生 の 参 加 に 対 す る 要 望 が 継 続 し て 確 認 さ れ た 2 ）。 こ の た め 、 2 0 0 8

年 度 に は 保 健 学 科 の み の 学 生 で 実 施 し て い た チ ー ム ワ ー ク 実 習 に 医 学 科

の 学 生 が 、 一 部 で は あ る が 参 加 す る 体 制 を 整 え た 。 医 学 科 学 生 が 参 加 し

た こ と に よ る I P E の 評 価 と し て は 札 幌 医 科 大 学 で 報 告 さ れ て い る が 3 ）、

国 際 的 な 評 価 基 準 を 用 い た 報 告 は 見 当 た ら な い 。 私 た ち は 、 国 際 的 に 用

い ら れ て い る I P E あ る い は I P W に 対 す る 態 度 の 指 標 と し て C u r r a n 等 が

報 告 し た 評 価 項 目 を 基 に 質 問 票 を 作 成 し て 4 ) 、実 習 の 前 後 に 調 査 を 行 い 、

そ の 態 度 変 化 を 保 健 学 科 と 医 学 科 の 学 生 の 間 で 比 較 検 討 し た 。
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Ⅱ  研 究 方 法  

1 . 群 馬 大 学 の I P E 内 容  

群 馬 大 学 に お け る I P E は 、 2 つ の タ イ プ の 科 目 が 含 ま れ て い る 。 1 つ

の 形 式 は 講 義 形 式 で あ り 、 1 年 生 に 開 講 し 、 も う 1 つ は 、 実 習 形 式 で 保

健 学 科 に は 3 年 生 に 、 医 学 科 に は 2 年 生 に 開 講 さ れ て い る 。 保 健 学 科 で

は 2 年 生 で 専 門 的 な 知 識 に 基 づ い て 知 識 を 習 得 し 、 3 年 生 で I P E の 主 要

科 目 で あ る こ の 実 習 を 行 う 。 群 馬 大 学 の 実 習 形 式 科 目 『 チ ー ム ワ ー ク 実

習 』 は 、 看 護 学 （ 8 0 名 ）、 検 査 技 術 学 （ 4 0 名 ）、 理 学 療 法 学 （ 2 0 名 ）、 作

業 療 法 学（ 2 0 名 ）の 4 専 攻 か ら な る 保 健 学 科（ 1 6 0 名 ）と 、医 学 科（ 1 0 0

名 ） に 開 講 さ れ て い る 1 ) 。 本 科 目 は 保 健 学 科 が 必 須 科 目 で 、 医 学 科 は 選

択 科 目 で 2 0 0 8 年 度 に は 5 6 名 （ 5 6 . 0 % ） の 医 学 科 学 生 が 参 加 し た 。  

チ ー ム ワ ー ク 実 習 は 、 全 過 程 9 0 時 間 の 実 習 で 、 ま ず ガ イ ダ ン ス 4 時

間 と グ ル ー プ 編 成 8 時 間 が あ る 。 異 な る 専 攻 の 学 生 に よ っ て 編 成 さ れ る

チ ー ム は 、 ゲ ー ム を 通 し て 臨 地 実 習 施 設 が 配 置 さ れ る 。 そ の 後 模 擬 症 例

検 討 1 2 時 間 、 実 習 計 画 書 の 作 成 2 0 時 間 の グ ル ー プ ワ ー ク 学 習 を 行 う 。

臨 地 実 習 は 2 0 時 間 に わ た り 、 学 外 の 臨 地 実 習 施 設 に お い て 2 日 間 全 日

で 実 施 さ れ る 。 臨 地 実 習 施 設 は 約 2 0 施 設 あ り 、“ 病 院 医 療 ”“ 地 域 保 健 ”
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“ 在 宅 ・ 高 齢 者 ケ ア ”“ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ”“ 精 神 障 害 者 医 療 ”“ 小 児 医

療 ” の 7 分 野 か ら な る 。 こ の 臨 地 実 習 を 終 え て か ら 1 6 時 間 は 、 全 体 報

告 会 で 発 表 す る 準 備 を グ ル ー プ ワ ー ク に よ り 行 う 。 そ の 後 、 全 過 程 の 概

要 を 報 告 書 と し て ま と め て 終 了 と な る 1 ）。  

2 0 0 8 年 度 は 、医 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム の 関 係 上 、医 学 科 の 学 生 は 、初 回

の ガ イ ダ ン ス の 4 時 間 、 模 擬 症 例 検 討 4 時 間 、 お よ び 学 外 の 臨 地 実 習 の

1 日 と 全 体 報 告 会 1 日 に 部 分 的 に 参 加 し た 。  

 

2 . 対 象 者  

 2 0 0 8 年 度 に チ ー ム ワ ー ク 実 習 を 履 修 し た 群 馬 大 学 医 学 部 保 健 学 科 3

年 生 1 8 0 名 （ 看 護 学 専 攻 9 0 名 、 検 査 技 術 学 専 攻 4 7 名 、 理 学 療 法 学 専 攻

2 0 名 、 作 業 療 法 学 専 攻 2 3 名 ） と 医 学 科 2 年 生 5 6 名 を 対 象 と し た 。  

3 . 調 査 期 間  

  質 問 紙 の 調 査 期 間 は 、 2 0 0 8 年 4 月 か ら 8 月 で あ る 。  

 

4 . 調 査 方 法  

 質 問 紙 を 『 チ ー ム ワ ー ク 実 習 』 科 目 の 初 回 と 最 終 回 の 2 回 、 全 員 に 配
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布 し 、 そ の 場 で 記 入 さ せ て 回 収 す る 集 合 法 に よ り 実 施 し た 。  

 

5 . 質 問 項 目  

 今 回 用 い た 質 問 項 目 は C u r r a n 等 の 報 告 に 基 づ い て 作 成 し た 4 ) 。

A t t i t u d e s  t o w a r d s  h e a l t h  c a r e  t e a m s （ 以 下 、 I P W 尺 度 ） に 関 す る 質 問

5 , 4 ) は 、 チ ー ム 医 療 に 対 す る 態 度 を 評 価 す る 1 4 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る

（ 表 1 ）。ま た 、A t t i t u d e s  t o w a r d s  i n t e r p r o f e s s i o n a l  e d u c a t i o n（ 以 下 、

I P E 尺 度 ） に 関 す る 質 問 6 , 4 ) は 、 チ ー ム 医 療 教 育 に 対 す る 態 度 を 評 価 す

る 1 5 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る （ 表 2 ）。 I P W 尺 度 と I P E 尺 度 の 全 て の 項

目 に お い て C u r r a n 等 4 , 5 , 6 ) と 同 様 に 、 5 段 階 の L i k e r t  S c a l e （「 1 ： ま っ

た く 賛 成 し な い 」、「 2 ： あ ま り 賛 成 し な い 」、「 3 ： ど ち ら と も い え な い 」、

「 4 ： や や 賛 成 す る 」、「 5 ： 強 く 賛 成 す る 」） で 回 答 さ せ た 。 こ の 質 問 票

の 信 頼 性 C r o n b a c h  a l p h a 係 数 は I P W 尺 度 で 0 . 8 8 、 I P E 尺 度 で 0 . 9 2 と

高 い 信 頼 性 が 報 告 さ れ て い る 4 ) 。  

表 1 . 表 2 の 挿 入  

6 . 倫 理 的 配 慮  

 対 象 者 に は 、 事 前 に 調 査 目 的 、 協 力 や 回 答 の 任 意 性 、 回 答 時 や デ ー タ
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処 理 時 の 個 人 情 報 非 特 定 、 調 査 目 的 の み へ の デ ー タ 使 用 限 定 、 成 績 へ の

影 響 が な い こ と を 書 面 と 口 頭 に よ り 説 明 し た 。 ま た 調 査 は 無 記 名 と し 、

質 問 紙 の 回 収 を も っ て 調 査 へ の 同 意 を 得 た も の と し た 。  

 

7 . 分 析 方 法  

1 ） 尺 度 の 点 数 化  

  I P W 尺 度 と I P E 尺 度 の 項 目 に 対 し て 求 め ら れ た 5 段 階 の L i k e r t  

S c a l e に よ る 結 果 は 、C u r r a n 等 4 , 5 , 6 ) と 同 様 に「 1： ま っ た く 賛 成 し な い 」

を 1 点 、「 2 ： あ ま り 賛 成 し な い 」 を 2 点 、「 3 ： ど ち ら と も い え な い 」 を

3 点 、「 4 ： や や 賛 成 す る 」 を 4 点 、「 5 ： 強 く 賛 成 す る 」 を 5 点 と し た 。

今 回 調 査 し た I P W 尺 度 と I P E 尺 度 の 全 て の 項 目 に お い て 、 主 因 子 法 に

よ る 因 子 分 析（ バ リ マ ッ ク ス 回 転 ）を 行 っ た 。最 終 的 に I P W 尺 度 3 因 子

1 0 項 目 、 I P E 尺 度 1 因 子 7 項 目 を 下 位 尺 度 と し て 採 用 し た 。実 習 前 後 の

比 較 に は 対 応 の あ る t  検 定 、保 健 学 科 と 医 学 科 に お け る 教 育 前 後 の 差 の

検 定 に は 対 応 の な い t 検 定 に よ り 実 施 し た 。 デ ー タ 分 析 に は 、 統 計 ソ フ

ト S P S S 1 7 . 0 J を 使 用 し た 。  

2 ） 因 子 分 析  
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 主 因 子 法 に よ る 因 子 分 析 （ バ リ マ ッ ク ス 回 転 ） に よ っ て 尺 度 の 構 成 を

検 討 し た 。 ま ず 、 初 期 解 に よ り 固 有 値 1 以 上 、 因 子 負 荷 量 が 1 因 子 に 対

し て 0 . 4 以 上 を 示 す 項 目 を 選 出 し た 。 ま た 、 因 子 負 荷 量 が 0 . 4 未 満 で あ

る 項 目 と 、複 数 の 因 子 に ま た が っ て 0 . 4 以 上 の 負 荷 を 示 す 項 目 は 削 除 し 、

再 度 同 じ 方 法 で 因 子 分 析 を 実 施 し た 。  

  

3 ） 下 位 尺 度 得 点  

 因 子 分 析 の 結 果 、 確 定 し た 因 子 に 含 ま れ る 項 目 の 得 点 を 合 計 し 、 項 目

数 で 割 っ た 得 点 を S u b s c a l e  s c o r e と し た 。  
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Ⅲ  結 果  

調 査 用 紙 を 群 馬 大 学 医 学 部 保 健 学 科 3 年 生 1 8 0 名 と 医 学 科 5 6 名 に 配

布 し 、 回 収 が 行 え た 保 健 学 科 3 年 生 1 6 7 名 （ 有 効 回 答 率 9 2 . 7 % ）、 医 学

科 4 3 名 （ 有 効 回 答 率 7 6 . 8 % ） を 分 析 の 対 象 と し た 。 C r o n b a c h  a l p h a 係

数 を 求 め た と こ ろ 、 I P W 尺 度 は 0 . 8 4 、 I P E 尺 度 は 0 . 9 1 と と も に 高 い 値

が 得 ら れ 、 C u r r a n 等 の 報 告 し た 値 と 同 程 度 で あ っ た 3 ) 。  

因 子 分 析 の 結 果 、I P W 尺 度 か ら は 3 因 子 が 抽 出 さ れ 、第 1 因 子 は ” g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ” 、第 2 因 子 は ” p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” 、第 3 因 子 は ” t e a m  

e f f i c i e n c y ” と 位 置 づ け ら れ 、 そ れ ぞ れ の C r o n b a c h  a l p h a 係 数 は 、 第 1

因 子 が 0 . 7 3 、 第 2 因 子 が 0 . 7 2 、 第 3 因 子 は 0 . 5 3 で あ っ た 。  

一 方 、I P E 尺 度 か ら は 1 因 子 が 抽 出 さ れ 、” t e a m w o r k ” と い う s u b s c a l e

が 得 ら れ 、 C r o n b a c h  a l p h a 係 数 は 0 . 7 7 と 高 い 値 で あ っ た 。  

表 3 . 表 4 の 挿 入  

1 .  I P W 尺 度  第 1 因 子 ” g o o d  c o m m u n i c a t i o n ” S u b s c a l e  s c o r e  

  保 健 学 科 の 学 生 は 、 実 習 前 4 . 3 2  ± 0 . 4 1 7 か ら 実 習 後 4 . 4 5  ± 0 . 4 0 9 と

有 意 （ p < 0 . 0 0 1 ） に 賛 成 す る 方 向 へ 変 化 し た 。 ま た 同 様 に 医 学 科 の 学 生

は 、 4 . 0 5 ± 0 . 5 8 6 か ら 4 . 3 3 ± 0 . 5 2 5 と 有 意（ p < 0 . 0 1 ）に 改 善 す る 方 向 へ 変
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化 し た（ 図 １ ）。保 健 学 科 と 医 学 科 の 学 生 の 比 較 で は 、実 習 前 に お い て 保

健 学 科 学 生 の 態 度 と 比 較 し て 医 学 科 学 生 は 有 意 に 低 い 値 で あ っ た が 、 実

習 終 了 後 は 両 専 攻 学 生 の 間 に は 差 は み ら れ な く な っ た 。  

図 1 挿 入  

2 .  I P W 尺 度  第 2 因 子 ” p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” S u b s c a l e  s c o r e  

  保 健 学 科 の 学 生 は 、 実 習 前 3 . 5 1 ± 0 . 5 9 0 か ら 実 習 後 3 . 9 0 ± 0 . 6 2 2 と 有

意 （ p < 0 . 0 0 1 ） に 賛 成 す る 方 向 へ 変 化 し た （ 図 ２ ）。 ま た 同 様 に 医 学 科 の

学 生 は 、 3 . 4 0 ± 0 . 6 1 4 か ら 3 . 7 0 ± 0 . 7 2 3 と 有 意 （ p < 0 . 0 0 1 ） に 賛 成 す る 方

向 へ 変 化 し た 。 保 健 学 科 と 医 学 科 の 学 生 の 間 に は 、 実 習 の 前 後 い ず れ に

も 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  

図 2 挿 入  

3 .  I P W 尺 度  第 3 因 子 ” t e a m  e f f i c i e n c y ” S u b s c a l e  s c o r e  

   保 健 学 科 の 学 生 は 、 実 習 前 3 . 8 1 ± 0 . 7 0 0 か ら 実 習 後 3 . 9 2 ± 0 . 6 1 9 と 、

ま た 医 学 科 の 学 生 で も 、3 . 8 6 ± 0 . 6 3 9 か ら 3 . 8 4 ± 0 . 6 4 3 と 実 習 の 前 後 で 変

化 が 確 認 さ れ な か っ た （ 図 3 ）。 保 健 学 科 と 医 学 科 の 学 生 の 間 に も 、 実 習

の 前 後 い ず れ に も 共 に 差 は み ら れ な か っ た 。  

図 3 挿 入  
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4 .  I P E 尺 度  第 1 因 子 ” t e a m w o r k ” S u b s c a l e  s c o r e  

  保 健 学 科 の 学 生 は 、 実 習 前 3 . 9 7 ± 0 . 4 2 7 か ら 実 習 後 4 . 1 1 ± 0 . 4 8 7 と 有

意 （ p < 0 . 0 0 1 ） に 賛 成 す る 方 向 へ 変 化 し た （ 図 4 ）。 ま た 同 様 に 医 学 科 の

学 生 は 、 3 . 8 7 ± 0 . 5 3 9 か ら 4 . 0 3 ± 0 . 5 9 7 と 有 意（ p < 0 . 0 5 ）に 賛 成 す る 方 向

へ 変 化 し た 。 保 健 学 科 と 医 学 科 の 学 生 の 間 に は 実 習 の 前 後 共 に 有 意 差 は

み ら れ な か っ た 。  

図 4 挿 入  
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Ⅳ  考 察  

 I P W 尺 度 の 因 子 分 析 か ら 3 因 子 が 抽 出 さ れ 、 第 1 因 子 と し て ” g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ” 、 第 2 因 子 と し て ” p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” 、 第 3 因 子 と

し て ” t e a m  e f f i c i e n c y ” が 得 ら れ た 。 そ れ ぞ れ の C r o n b a c h  a l p h a 係 数 は

0 . 7 3 、 0 . 7 2 、 0 . 5 3 で あ っ た 。 ま た 、 I P E 尺 度 の 因 子 分 析 か ら 1 因 子 が 抽

出 さ れ 、 ” t e a m w o r k ” の s u b s c a l e と な り 、 C r o n b a c h  a l p h a 係 数 0 . 7 7 で

あ っ た 。 そ れ ぞ れ の 尺 度 全 体 の C r o n b a c h  a l p h a 係 数 を 求 め た と こ ろ 、

I P W 尺 度 は 0 . 8 4 、 I P E 尺 度 は 0 . 9 1 と と も に 高 い 値 が 得 ら れ 、 C u r r a n 等

の 報 告 し た 値 と 同 程 度 で あ っ た 3 ) 。以 上 よ り 、今 回 用 い た 2 つ の 尺 度 は 、

い ず れ も 十 分 な 信 頼 性 が 得 ら れ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 今 回 の 研 究 か ら I P W 尺 度 の 因 子 は 3 因 子 が 抽 出 さ れ た 。一 方 、基 に な

っ た 英 文 の 評 価 基 準 を 用 い た 海 外 の 研 究 5 , 7 ） で は 、 2 因 子 が 抽 出 さ れ て

い る 。 そ れ ぞ れ の 構 成 質 問 項 目 を 検 討 す る と 、 第 3 因 子 の ” t e a m  

e f f i c i e n c y ” は 、 先 行 研 究 と 同 様 の 質 問 項 目 で 1 因 子 を 構 成 し て い た が 、

本 研 究 の 第 1 因 子 ” g o o d  c o m m u n i c a t i o n ” に 含 ま れ る 5 項 目 と 第 2 因

子 ” p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” に 含 ま れ る 3 項 目 の す べ て が ” Te a m  v a l u e ” と

い う 1 因 子 の 中 に 含 ま れ て い た 5 , 7 ）。ま た I P E 尺 度 6 , 7 ）に お い て 、P a r s e l l
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等 6 ） や H y e r 等 7 ） の 報 告 で は ” t e a m w o r k  a n d  c o l l a b o r a t i o n ” に 含 ま れ る

4 項 目 、 ” P r o f e s s i o n a l  i d e n t i t y ” に 含 ま れ る 3 項 目 の 2 因 子 が す べ て 本

研 究 の ” t e a m w o r k ” に 含 ま れ て い た 。こ の こ と よ り 、I P W 尺 度 で は 2 つ の

因 子 に 含 ま れ る 質 問 項 目 が 1 つ に 統 合 さ れ 、一 方 I P E 尺 度 で は 1 つ の 項

目 が 2 つ の 因 子 に 分 割 さ れ た 結 果 と な っ た 。 ま た 因 子 間 で の 項 目 の 移 動

や 変 更 は み ら れ な い の で 、 因 子 構 造 は 基 本 的 に 保 た れ て い る と 考 え ら れ

た 。 以 上 よ り 、 本 研 究 で C u r r a n 等 の 報 告 4 ） を 基 に 作 成 さ れ た I P W 尺

度 と I P E 尺 度 の 質 問 紙 は 、 妥 当 性 ・ 信 頼 性 が あ る と 考 え る 。  

本 研 究 に お け る 因 子 構 造 が 分 離 さ れ て い た り 、 統 合 さ れ て い た り す る

詳 細 に つ い て は 不 明 で あ る 。 し か し 、 先 行 研 究 で は 対 象 者 が 卒 業 生 で あ

る の に 対 し 、 本 研 究 で は 学 部 学 生 で あ る こ と を 考 え る と ” g o o d  

c o m m u n i c a t i o n ” と ” p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e ” は 実 際 の 臨 床 で は 分 け ら れ

な い こ と が 1 つ の 原 因 で あ る と 考 え る 。 つ ま り 、 臨 床 の 場 に お い て 実 践

を 行 っ て い る 卒 業 生 は 他 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 患 者 中 心 の ケ ア

が 全 体 と し て 一 体 化 し て し ま う の で は な い か と 考 え る 。 あ る い は 、 相 馬

ら 3 ） は 、 I P W の 現 場 で 学 ぶ I P E と し て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な ど 保 健

医 療 福 祉 に 携 わ る 者 と し て の “ 姿 勢 ” や 利 用 者 の “ 心 ” を 学 ぶ こ と を 実
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習 と し て 取 り 組 ん で い る 。 大 学 生 は チ ー ム の 価 値 を “ 姿 勢 ” と “ 心 ” と

し て 教 育 さ れ る た め に 、 卒 業 生 と は 因 子 構 造 が 分 離 し て い た り 、 統 合 さ

れ た り す る こ と が 考 え ら れ る 。  

I P W 尺 度 2 因 子 と I P E 尺 度 1 因 子 は 、実 施 後 に 有 意 な 改 善 方 向 へ 変 化

し た 。 し か し 、 I P W 尺 度 の 第 3 因 子 ” t e a m  e f f i c i e n c y ” に お い て は 、 保 健

学 科 と 医 学 科 の 学 生 は 共 に 変 化 が み ら れ な か っ た 。P o l l a r d 等 1 3 ）は 多 専

攻 学 生 に よ る チ ー ム 医 療 に 参 加 し た 1 年 生 は 、 多 専 攻 学 生 に よ る チ ー ム

医 療 に 対 し て 非 常 に 高 い 非 現 実 的 な 期 待 を 抱 く た め で あ る と 述 べ て い る 。

ま た I P E の 取 り 組 み が 初 年 度 で あ る 大 学 の 授 業 評 価 に お い て 、 I P E に 対

す る 知 識 に 関 し て は 目 標 を 達 成 で き た が 、 I P E の 中 で 実 際 に 専 門 職 の 連

携 を し た り 、 他 の 専 門 職 に 自 身 の 専 門 職 の 役 割 に つ い て 説 明 す る こ と に

関 し て は 目 標 が 達 成 で き な か っ た と 分 析 が さ れ て い る 1 4 ）。今 回 参 加 し た

学 生 が チ ー ム ワ ー ク 実 習 を 履 修 す る に あ た り 、 医 学 科 の 学 生 は こ の 科 目

に 対 し て 、 ま た 保 健 学 科 の 学 生 は 医 学 科 の 学 生 が 加 わ る こ と に 対 し て 、

過 度 な 期 待 を 抱 い た 結 果 、 講 義 ・ 演 習 前 の 態 度 点 数 が 高 か っ た の で は な

い か と 考 え る 。 あ る い は 、 本 因 子 に 含 ま れ る 2 項 目 は 、 時 間 的 あ る い は

内 容 的 負 の 面 を 評 価 す る も の で あ り 、 実 際 の 実 習 で 判 断 す る に は 難 し か
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っ た の で は な い か と も 考 え ら れ る 。  

I P W 尺 度 の 第 1 因 子 ” g o o d  c o m m u n i c a t i o n ” の 実 施 前 に は 、医 学 科 の 学

生 は 保 健 学 科 の 学 生 に 比 べ て 、 有 意 に 低 い 評 価 が 得 ら れ た 。 G a r d n e r 等

8 ） は 、他 学 部 の 教 員 に 教 え て も ら う こ と や 他 学 部 の 学 生 と 同 じ 授 業 を 受

け る こ と に 対 す る 医 学 部 学 生 の “ 気 の 進 ま な さ 加 減 ” を 報 告 し て い る 。

ま た 、W h i t e h e a d 9 ） は 医 師 の 権 威 は I P W の 弊 害 に な る か も し れ な い と 述

べ て い る 。こ う し た 背 景 か ら H e r b e r t 等 1 0 ）は 、I P E の 構 想 目 標 と し て 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 役 割 認 識 を 超 え て 、 多 専 攻 の 相 互 関 係 の 文 化 を 変

え る こ と や 権 力 構 造 を 平 坦 化 す る こ と を 示 唆 し た 1 1 ）。一 方 、 W h i t e h e a d

は 医 師 の 協 力 的 な 立 場 は 患 者 の 予 後 を 改 善 す る た め の 根 拠 と な る 特 別 な

技 術 の 発 展 を 目 的 と し た プ ロ グ ラ ム を 強 化 す る こ と が で き る か も し れ な

い と 述 べ て い る 9 ）。 今 回 実 習 前 に あ っ た 医 学 科 と 保 健 学 科 の 学 生 間 の 態

度 の 差 は 、 実 習 を 終 え 解 消 し た 。 し か も ど ち ら の 学 生 も 実 習 の 後 に 有 意

に 改 善 し た 。 以 上 よ り 、 多 専 攻 学 生 に よ る 模 擬 体 験 型 チ ー ム 医 療 実 習 に

医 学 科 が 参 加 す る こ と は 自 ら の 職 種 の 役 割 を 認 識 す る た め に も 意 義 の あ

る こ と で あ る と 考 え る 。  

「連 携 できること 」がすでに専 門 性 の 1 つ、技 術 の 1 部 として改 めて認 識 され、
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ますます I P W の重 要 性 は高 まっている 1 2 ） 。これらのことから、患 者 の 視 点 を 持

っ た I P W を よ り 発 展 さ せ る た め に も I P E の 発 展 が 期 待 さ れ る 3 ）。 ま た

I P E の教 育 実 践 者 は、組 織 変 化 に取 り組 み、医 学 科 をはじめ多 くの専 攻 が参

加 したチームワーク実 習 を I P E として取 り組 むことが大 切 であると考 える。  

 

Ⅴ  結 語  

1 .  C u r r a n 等 の 報 告 4 ） を 基 に 作 成 し た 質 問 紙 は 、 妥 当 性 ・ 信 頼 性 が 得 ら

れ 、 チ ー ム 医 療 及 び そ の 教 育 に 関 す る 評 価 の 方 法 と し て 活 用 で き る こ

と が 示 唆 さ れ た 。  

2 . 医 学 科 学 生 の 結 果 が 参 加 初 年 度 で あ る こ と を 考 慮 し 、 よ り よ い I P E を

構 築 す る た め に 今 後 も 取 り 組 み を 継 続 し 、 評 価 を し て い く 必 要 が あ る

と 考 え る 。  
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表1　Attitudes towards health care teams（IPW尺度）a

1. 専門職連携のチーム医療を受けている患者は、そうでない人たちよりも、より全人的に扱われる傾向がある。

2. 専門職連携によるチーム医療のために患者の治療計画を作成することは途方もない時間の浪費である。

3. チームメンバーがお互いに意見を交換することで、チームメンバーは患者の医療に関する決定に、より良い判断を下し
やすくなる。

4. 専門職連携チーム医療によるアプローチは医療の提供をより効率的にする。

5. 他のチームメンバーと共に患者の治療計画を作成することで、医療を提供する際のミスを防げる。

6. 専門職連携のチーム医療で仕事をすることは、たいていの場合、物事を不必要に複雑にする。

7. 専門職連携のチーム医療環境下で仕事をすることにより、ほとんどの専門家は自分の仕事に対する熱意や興味を保つこ
とができる。

8. 専門職連携によるチーム医療方式は患者に対する医療の質を高める。

9. チーム医療のために専門職連携の協議に要する時間は、おおくは別の方面でより有効に活用できるだろう。

10. チームで仕事をしている医療専門家は、患者の感情ならびに経済的要求に対して、より的確な対応をする。

11. 専門職連携によるチーム医療によって、患者と同様に家族の介護者の要求に対しても、医療専門家は対処できるように
なる。

12. 観察した事柄をチームに報告しなければならないため、チームのメンバーはほかの医療専門家の仕事をより良く理解で
きるようになる。

13. 専門職連携のチーム医療を受けている入院患者は、他の患者よりも退院の準備が良くできている。

14. チームのミーティングによって、異なった専門や分野のメンバー間のコミュニケーションが深められる。

a Curran等の報告4)を基に作成した。



表2　Attitudes towards interprofessional education（IPE尺度）
a

1. チーム医療の学習を行うことで、学生たちは他の医療職について肯定的に考えることができるようになる。

2. 臨床上の問題に対する解決方法は、学生たちがそれぞれの学科の学習でのみ効果的に学ぶことができる。

3. 資格取得前のチーム医療の学習は、医療者を目指す学生たちがより良いチーム医療者になる助けとなるだろう。

4. 医療を専攻する学生たちが、協力して患者の問題を解決しようとするような学習をすることで、結果的には患者の利益と
なる。

5. あなたの所属する専攻の学生たちは、他の専攻の学生たちと一緒に小グループのプロジェクトに参加することにより、利
益を得るだろう。

6. 医療を専攻する学生たちの総合クラスでは、コミュニケーション技術が習得されるはずである。

7. チーム医療の学習は、学生たちにとって患者の問題の特質が明らかになる助けとなるだろう。

8. 医療を専攻する学部の学生が一緒に学習する必要はない。

9. 他の医療専門学校の学生たちと一緒に学ぶことは、本学部の学生たちが医療チームの有能なメンバーになることに役立
つ。

10. 医療を専攻する学生たちが、チーム医療の学習をすることにより、臨床上の問題を理解する能力が高まる。

11. チーム医療の学習は、学生たちが自分たちの専門上の限界を理解するのに役立つだろう。

12. 小グループ学習が機能するために、学生たちはお互いを信頼し尊敬する必要がある。

13. 医療を専門にする学生たちがチーム医療の学習をすることは、彼らが患者や他の専門家たちとより良いコミュニケーショ
ンをはかるうえで役立つ。

14. チームワークの技術は、全ての医療を専攻する学生たちが学ばなければならない。

15. 資格取得前に医療を専攻する学生たちがお互いに学びあうことは、資格取得後の仕事上の関係を良くするだろう。

a Curran等の報告4)を基に作成した。



第1因子 第2因子 第3因子

α =0.733 α =0.717 α =0.534

3
チームメンバーがお互いに意見を交換することで、チームメンバーは患者
の医療に関する決定に、より良い判断を下しやすくなる。

0.628 0.182 0.023

14
チームのミーティングによって、異なった専門や分野のメンバー間のコミュ
ニケーションが深められる。

0.562 0.197 0.255

4
専門職連携チーム医療によるアプローチは医療の提供をより効率的にす
る。

0.545 0.200 0.095

8 専門職連携によるチーム医療方式は患者に対する医療の質を高める。 0.522 0.336 0.181

12
観察した事柄をチームに報告しなければならないため、チームのメンバー
はほかの医療専門家の仕事をより良く理解できるようになる。

0.435 0.188 0.223

10
チームで仕事をしている医療専門家は、患者の感情ならびに経済的要求
に対して、より的確な対応をする。

0.199 0.755 0.101

11
専門職連携によるチーム医療によって、患者と同様に家族の介護者の要
求に対しても、医療専門家は対処できるようになる。

0.312 0.609 0.152

13
専門職連携のチーム医療を受けている入院患者は、他の患者よりも退院
の準備が良くできている。

0.243 0.504 0.123

2
専門職連携によるチーム医療のために患者の治療計画を作成することは
途方もない時間の浪費である。

0.102 0.053 0.604

6
専門職連携のチーム医療で仕事をすることは、たいていの場合、物事を不
必要に複雑にする。

0.156 0.171 0.538

表3 IPW尺度の構成概念a

項　　目

因子

a
 抽出法に主因子法、回転にバリマックス法を用いたところ、5 回の反復で回転が収束した。



因子
第1因子
α =0.767

9
他の医療専門学校の学生たちと一緒に学ぶことは、本学部の学生たちが
医療チームの有能なメンバーになることに役立つ。

0.693

7
チーム医療の学習は、学生たちにとって患者の問題の特質が明らかにな
る助けとなるだろう。

0.631

6
医療を専攻する学生たちの総合クラスでは、コミュニケーション技術が習得
されるはずである。

0.607

10
医療を専攻する学生たちが、チーム医療の学習をすることにより、臨床上
の問題を理解する能力が高まる。

0.591

4
医療を専攻する学生たちが、協力して患者の問題を解決しようとするような
学習をすることで、結果的には患者の利益となる。

0.550

12
小グループ学習が機能するために、学生たちはお互いを信頼し尊敬する
必要がある。

0.490

14
チームワークの技術は、全ての医療を専攻する学生たちが学ばなければ
ならない。

0.446

a 抽出法に主因子法、回転にバリマックス法を用いたところ、因子が 1 つだけ抽出され、解は回転しなかった。

表4 IPE尺度の構成概念a

項　　目
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図3 IPW尺度における第3因子”team efficiency” Subscale scoreの比較
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